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令
和
２
年
度
予
算
に
お
け
る
全
国
の
健
保

組
合
の
経
常
収
支
は
２
、３
１
６
億
円
の
赤

字
と
な
り
、
前
年
度
予
算
に
比
べ
赤
字
額
は

１
、３
３
１
億
円
増
加
し
て
い
ま
す
。
義
務
的

経
費（
法
定
給
付
費
＋
納
付
金
）に
占
め
る
納

付
金
の
割
合
も
45
・
２
９
％
と
依
然
と
し
て

高
水
準
に
あ
り
、
納
付
金
が
健
保
組
合
の
財

政
を
悪
化
さ
せ
て
い
る
構
図
が
続
い
て
い
る

状
況
で
す
※
。
さ
ら
に
団
塊
の
世
代
が
75
歳

に
到
達
し
は
じ
め
る
令
和
４
年
（
２
０
２
２

年
）以
降
は
、納
付
金
負
担
の
急
増
が
見
込
ま

れ
、
医
療
保
険
制
度
全
体
の
急
速
な
財
政
悪

化
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
政
府
は
全
世
代

型
社
会
保
障
検
討
会
議
で
検
討
を
進
め
、
昨

年
12
月
の
中
間
報
告
お
よ
び
６
月
の
第
２
次

中
間
報
告
に
お
い
て
、「
一
定
所
得
以
上
の
後

期
高
齢
者
の
窓
口
２
割
負
担
」や「
紹
介
状
な

し
で
大
病
院
を
受
診
し
た
際
の
定
額
負
担
制

度
の
対
象
拡
大
」
な
ど
の
方
向
性
を
示
し
ま

し
た
。
当
初
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
、今
年
の

夏
ま
で
に
最
終
報
告
を
提
出
す
る
予
定
で
し

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に

よ
っ
て
議
論
の
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
最

終
報
告
は
本
年
末
ま
で
先
送
り
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。「
２
０
２
２
年
危
機
」
が

目
前
に
迫
る
中
、
医
療
保
険
制
度
改
革
は
最

重
要
の
課
題
で
あ
り
、
一
刻
も
早
い
実
施
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

※
健
康
保
険
組
合
連
合
会「
令
和
２
年
度（
２
０
２
０
年

度
）健
康
保
険
組
合
予
算
早
期
集
計
結
果
の
ポ
イ
ン
ト
」

よ
り

　

収
入
面
で
は
、
被
保
険
者
数
お
よ
び
総
標

準
賞
与
額
の
増
加
等
に
よ
り
、
健
康
保
険
収

入
は
前
年
度
決
算
に
比
べ
１
億
９
６
４
２
万 

８
千
円
増
の
31
億
７
８
万
３
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

一
方
、支
出
面
で
は
、皆
さ
ま
と
ご
家
族
の

医
療
費
や
給
付
金
等
に
充
て
た
保
険
給
付
費

が
前
年
度
決
算
比
８
、９
５
３
万
３
千
円
増

の
13
億
３
、８
８
０
万
７
千
円
、
高
齢
者
医
療

制
度
へ
の
納
付
金
は
同
比
３
億
７
、６
６
０ 

万
円
減
の
７
億
７
、４
４
０
万
４
千
円
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
納
付
金
は
、
健
康
保
険
収

入
の
25
・
０
％
に
相
当
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
皆
さ
ま
の
健
康
管
理
・
疾

病
予
防
の
た
め
の
保
健
事
業
費
と
し
て
８
、

４
１
１
万
６
千
円
を
支
出
し
ま
し
た
。

　

以
上
の
結
果
、
経
常
収
入
合
計
が
31
億 

１
、７
５
９
万
６
千
円
、
経
常
支
出
合
計
が

22
億
５
、８
６
６
万
１
千
円
と
な
り
、
経
常
収

支
差
引
額
は
８
億
５
、８
９
３
万
５
千
円
の

黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
健
保
で
は
、
今
後
の
動
向
を
注
視
し
つ

つ
、
皆
さ
ま
の
健
康
増
進
を
図
る
た
め
、
第
２

期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
に
基
づ
く
事
業
の
確

実
な
実
施
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
さ
ま

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、健
診
を
は
じ
め
と
す
る

当
健
保
の
保
健
事
業
を
ご
活
用
い
た
だ
く
と

と
も
に
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
等
に

よ
る
医
療
費
の
節
減
に
引
き
続
き
ご
協
力
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　　

健
保
組
合
で
は
、
介
護
保
険
料
の
徴
収
を

代
行
し
、「
介
護
納
付
金
」
と
し
て
納
め
て

い
ま
す
。
令
和
元
年
度
決
算
は
介
護
保
険

収
入
４
億
１
、４
２
１
万
８
千
円
、
繰
越
金

８
、１
９
４
万
７
千
円
、
介
護
納
付
金
３
億 

９
、７
０
６
万
５
千
円
と
な
り
、
残
額
は
準

備
金
お
よ
び
繰
越
金
と
し
て
処
分
し
て
い
ま

す
。

科 目 決算額（千円） 1人当たり（円）
介護保険収入 414,218 119,062
繰越金 81,947 23,555
国庫補助金受入 3,635 1,045
雑収入 3 1

合 計 499,803 143,663

科 目 決算額（千円） 1人当たり（円）
介護納付金 397,065 114,132
介護保険料還付金 54 16

合 計 397,119 114,147

科 目 決算額（千円） 1人当たり（円）
健康保険収入 3,100,783 543,044
調整保険料収入 48,239 8,448
繰越金 410,480 71,888
国庫補助金収入 2,767 485
特定健康診査等事業収入 9,638 1,688
財政調整事業交付金 19,731 3,456
雑収入他 8,332 1,459

合 計 3,599,970 630,468

科 目 決算額（千円） 1人当たり（円）
事務費 59,459 10,413
保険給付費 1,338,807 234,467
　法定給付費 1,310,142 229,447
　付加給付費 28,665 5,020
納付金 774,404 135,622
　前期高齢者納付金 33,936 5,943
　後期高齢者支援金 740,396 129,667
　病床転換支援金 3 1
　退職者給付拠出金 69 12
保健事業費 84,116 14,731
還付金 375 66
財政調整事業拠出金 48,128 8,429
連合会費 1,486 260
雑支出 20 4

合 計 2,306,795 403,992

収　入

収　入

支　出

支　出

経常収入合計	 3,117,596千円
経常支出合計	 2,258,661千円

経常収支差引額	 858,935千円

収入合計	 499,803千円
支出合計	 397,119千円

収支差引額	 102,684千円

◦一般勘定
別途積立金	 598,108千円
当年度繰越金	 694,962千円
財政調整事業繰越金	 105千円

計	 1,293,175千円

◦介護勘定
準備金	 1,526千円
当年度繰越金	 101,158千円

計	 102,684千円

決算残金処分内訳

※1人当たり（円）は、端数処理のため合計が合わないことが
　あります。

令和元年度 決算がまとまりました

経常収支で黒字を維持経常収支で黒字を維持
健診の受診と医療費節減にご協力を健診の受診と医療費節減にご協力を

7月8日に開催された組合会において、
令和元年度決算が可決・承認されましたのでお知らせします。

健康保険収入
543,044円
（86.1%）

保険給付費
234,467円
（58.0%）

納付金
135,622円
（33.6%）

調整保険料収入
8,448円
（1.4%）

繰越金
71,888円
（11.4%）

国庫補助金収入
485円（0.1%）

特定健康診査等事業収入
1,688円（0.3%）
財政調整事業交付金
3,456円（0.5%）
雑収入他　1,459円（0.2%） 事務費　10,413円（2.6%）

財政調整事業拠出金
8,429円（2.1%）
還付金・連合会費・雑支出
330円（0.1%）保健事業費

14,731円
（3.6%）

収入
630,468円

支出
403,992円

被保険者１人当たり決算額とその割合　　　　　　

被保険者数 ････････････ 5,710人
平均標準報酬月額 ････ 383,823円

平均年齢 ･･････････････ 41.77歳
一般保険料率 ･････ 85.000/1000
特定保険料率 ･････ 25.406/1000

◦基礎数値（年間平均）

一　般　勘　定

第2号被保険者数 ･･････ 4,636人
平均標準報酬月額 ････ 430,682円
介護保険料率 ････････ 16.0/1000

◦基礎数値（年間平均）
介　護　勘　定

一
　
般
　
勘
　
定

介
　
護
　
勘
　
定

一般勘定
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歯周病は歯
し

垢
こう

（プラーク）の中にある歯周病
菌によって歯ぐきが炎症を起こしたり、歯
を支える歯

し

根
こん

膜
まく

や歯
し

槽
そう

骨
こつ

が溶けてしまう病
気です。歯周病は歯を失う原因の第１位で、
全身のさまざまな病気にも関わっています。
症状の軽いうちに歯科医のチェックや治療
を受けましょう。また日頃からブラッシン
グなどでお口を清潔に保つとともに、年に
１〜２回は歯科医に
歯垢や歯石（歯垢が
石灰化したもの）の
除去を行ってもら
いましょう。

みがき残しが多いところ
①歯と歯ぐきの境目、歯と歯の間
②奥歯の後ろ側、奥歯の噛み合う面
③前歯の裏側

正しい歯ブラシの当て方

①朝起きたときに、口の中がネバつく
②歯みがきのときに、歯ぐきから血が出る
③歯のすき間に食べ物がはさまる
④歯ぐきの色が赤い、もしくは赤黒い
⑤歯ぐきが痛かったり、ムズムズする
⑥歯ぐきを押すと血や膿が出る
⑦歯がグラグラする
⑧歯が若い頃より長くなった
⑨冷たいものが歯にしみる
⑩口臭が気になる

ブラッシングの重要ポイント

ブラッシングのコツ  ■ 力を入れすぎず、痛くない程度に小刻みに動かしてみがく。
                            ■ 歯ブラシの角度を変えて、いろいろな歯の面にきちんと毛先が当たるように工夫する。

illustration ／えきもと えみこ

歯や口にこんな症状はありませんか？

歯周病に関連のある主な病気

簡単からだチェック ■ 歯周病編
監修：穴原 秀郎 【タナカ歯科（東京都）院長】

子宮

脳

心臓
肺

血管 すい臓

認知症
歯の残存本数の少ない人は認知症にな
る可能性が高くなる。

動脈硬化
歯周病菌が血管に付着し動脈硬化が促
進される。

胎児の低体重・早産
歯周病が妊娠・出産に影響を
及ぼすというデータがある。

狭心症・心筋梗塞
動脈硬化が進行して狭心症や
心筋梗塞が起こる。

歯周病菌など、口の中の細菌が気管に
入り込み、肺炎を引き起こすことも。

肺炎
歯周病と糖尿病は関連が深い
ことがわかっている。

糖尿病

歯と歯ぐきの境目 歯の外側 前歯の裏側

次のような症状が１つでもあれば
すぐに歯科医のチェックを！

　深刻な健康影響がある受動喫煙。2018年に健康増進法が
一部改正され、2019年7月から学校や病院等では敷地内禁
煙になりました。2020年４月からは飲食店を含むほとんど
の施設が原則屋内禁煙になり、またすべての施設において、
20歳未満の喫煙エリアへの立ち入りは、客・従業員ともに
禁止されています。
※	自治体によって、受動喫煙に関する独自の条例を設けている場合があ
ります。

事務所・工場・飲食店・ホテル・旅館等の
施設

学校･病院 ･児童福祉施設等・
行政機関の庁舎等

※	屋内でも所定の要件を満たした喫煙室や、喫煙をサービ
スの目的とする施設内では喫煙可能（標識の掲示が必要）。
※	規模の小さい既存の飲食店（客席面積100㎡以下）は喫煙
可能な場所である旨を掲示することにより店内での喫煙
可能。【期限未定の経過措置】
※	住居、ホテルや旅館等の客室等は、規制対象外

〔2019	年７月〜〕

※	敷地内の屋外では、必要な措置が取られ
た場所に限り、喫煙場所の設置が可能。

　加熱式たばこは健康リスクが少ないと誤解している
人も多いのですが、吸入するエアロゾル（霧状の微粒
子）中には、紙巻たばこと同様に依存性薬物であるニ
コチンや有害物質が含まれています。また、加熱式た
ばこ利用者が吐く息には有害物質が含まれていること
もわかっています。
　日本呼吸器学会では、電子たばこや加熱式たばこに

ついて「紙巻たばこよりも健康リスクが低いという証
拠はなく、いかなる目的であってもその喫煙や使用は
推奨されない」、「紙巻たばこと同様な二次曝露（受動
喫煙）対策が必要である」と提言しています。
　新型たばこは、煙が見えなくても、健康被害が生じ
る可能性があります。自分自身の健康だけでなく、大
切な人の健康を守るためにも、禁煙を始めましょう。

　日本では加熱式たばこ、欧米では電子たばこといった「新型たばこ」を
吸う人が急増しています。新型たばこは煙や臭いがほとんどないことから
「健康への悪影響が少ない」、「周囲に迷惑がかからない」という理由で吸い
始める人が多いのですが、それは誤った認識です。

加熱式たばこにも有害物質が含まれている

※加熱式たばこは、禁煙治療の保険対象となっています。

禁止場所で吸うと

30万円以下の過
料！

屋内は原則禁煙 敷地内は原則禁煙
（屋内は完全禁煙）

加熱式たばこなら大丈夫？

禁煙のチャンス！

たばこ
Q&A Q
A

室内原則禁煙
喫煙可能場所への
20歳未満立入禁止

の表示

分煙が進み、吸える場所が限られてきている今、分煙が進み、吸える場所が限られてきている今、
喫煙者の方は禁煙するチャンスです！喫煙者の方は禁煙するチャンスです！

受動喫煙の対策が進
む今こそ
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Illustration ／ shigezoh

フォームが重要！
正しい「スクワット」を覚えよう

※無理をせず、痛みを感じるときは中断しましょう。

　歳をとっても自分の脚で歩くには、若いうちから
下半身の筋肉を鍛えておく必要があります。
　なかでも有効なのが、お尻の「大

だい

殿
でん

筋
きん

」、太ももの
「大

だい

腿
たい

四
し

頭
とう

筋
きん

」を鍛えるスクワット。広く知られて
いる筋トレですが、残念ながら、フォームが不適切
で十分な効果が得られていない人が多いようです。
　ここでは、適切に負荷がかかる正しいスクワット
を紹介します。1日おきでもよいので、継続して行
うようにしましょう。

監修 ■ 近畿大学生物理工学部准教授　谷本 道哉

立つときに、ひざを伸ばし
きらないようにすると負荷
が上がり、効果大。

近くにある机などに手をつ
いて行うと、負荷が下がっ
てやりやすい。

筋肉
貯金

１日５分の
１日５分の

レベルアップ レベルダウン
きつくてできない人

背　面 正　面

楽にできる人

大殿筋

大腿直筋
内側広筋
外側広筋

大腿四頭筋

腰が丸まらないよう
背筋を伸ばす

かかとを
上げない

ひざを極力
突き出さない

ひざとつま先は
左右15度くらいに
開く

②	上半身を前傾させて、お尻を突き出しながら
2秒かけてゆっくり、深くしゃがむ。

③	2秒かけて立ち上がり、また2秒かけてしゃがむ
というテンポで、15回を目標に繰り返す。

①	脚を肩幅に開いて
立ち、腕を胸の前
で組む。

２秒

いすに腰掛けるイメージで、太ももが床と平行
になるところより下までお尻を下げる。

不
平
・
不
満
の
多
い
部
下
に
は

ど
の
よ
う
に
対
応
す
べ
き
？

自
分
の
こ
と
を
認
め
て
も
ら
い
た
い
…

　上
司
を
困
ら
せ
る
部
下
の
タ
イ
プ
と
し
て
、
い
つ
も
不

平
・
不
満
ば
か
り
を
言
っ
て
く
る
部
下
が
い
ま
す
。
な
ぜ
、

彼
ら
は
愚
痴
ば
か
り
言
う
の
で
し
ょ
う
か
。

　そ
の
理
由
は
、
自
分
の
扱
わ
れ
方
に
不
満
が
あ
る
か
ら
で

す
。
そ
れ
と
同
時
に
自
分
に
自
信
が
な
い
か
ら
で
も
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
の
理
由
は
、会
社
や
上
司
に
愛
さ
れ

た
い
、
認
め
て
も
ら
い
た
い
気
持
ち
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　不
平
・
不
満
の
多
い
部
下
へ
の
対
応
法
、
身
に
つ
け
て
お

き
た
い
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
「
親
バ
カ
式
リ
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
」
が
あ

り
ま
す
。「
リ
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
」
と
は
、
精
神
科
の
家
族
療
法

で
用
い
る
言
葉
で
す
。
こ
れ
は
コ
ッ
プ
に
半
分
だ
け
ジ
ュ
ー

ス
が
入
っ
て
い
る
の
を
見
て
、「
ま
だ
半
分
も
あ
る
」
と
い
う

よ
う
な
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
捉
え
方
が
で
き
る
よ
う
に
訓
練
し
て

い
く
と
い
う
も
の
で
す
。

自
己
肯
定
感
を
育
て
て
あ
げ
よ
う

　「リ
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
」
と
は
出
来
事
や
物
事
を
、
今
と
は
違

う
「
フ
レ
ー
ム=

枠
組
み
」
で
捉
え
直
し
、ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
捉

え
る
癖
を
つ
け
る
た
め
の
認
知
行
動
療
法
を
い
い
ま
す
。
部

下
に
「
親
バ
カ
」
な
態
度
を
と
る
こ
と
で
、
自
信
を
つ
け
さ

せ
、
自
分
は
素
晴
ら
し
い
人
間
だ
と
思
わ
せ
て
あ
げ
る
の
で

す
。
部
下
か
ら
不
満
が
も
れ
た
と
感
じ
た
ら
、
子
ど
も
を
溺

愛
し
て
い
る
親
が
言
い
そ
う
な
言
葉
で
そ
の
不
満
を
「
リ
フ

レ
ー
ミ
ン
グ
」
し
て
あ
げ
る
の
で
す
。
こ
の
「
親
バ
カ
式
リ
フ

レ
ー
ミ
ン
グ
」を
重
ね
る
こ
と
で
、自
己
肯
定
感
が
上
が
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

　も
し
親
が
、
自
分
の
子
ど
も
の
特
徴
的
な
性
格
や
性
質
を

常
に
「
短
所
」
と
捉
え
、幼
い
頃
か
ら
指
摘
・
注
意
・
ダ
メ
出

し
ば
か
り
を
し
て
い
る
と
、
子
ど
も
は
ど
う
な
る
で
し
ょ
う

か
。
自
分
に
自
信
が
な
く
な
る
ば
か
り
か
、
だ
ん
だ
ん
否
定

的
な
物
の
捉
え
方
に
な
り
ま
す
。
他
人
や
状
況
に
対
し
て
も

「
短
所
」
ば
か
り
が
目
に
つ
く
よ
う
に
な
り
、
愚
痴
や
不
満
が

多
く
な
り
、
や
が
て
は
自
分
の
周
り
で
起
き
る
こ
と
す
べ
て

を
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
る
性
格
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　そ
の
逆
が
、「
○
○
君
は
決
断
が
遅
い
で
す
ね
」
と
言
う
学

校
の
教
師
に
、「
慎
重
っ
て
こ
と
で
す
ね
、
素
晴
ら
し
い
じ
ゃ

な
い
で
す
か
」
と
返
す
よ
う
な
親
で
す
。「
優
柔
不
断
」
の
見

方
を
変
え
て
、「
慎
重
」
と
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
捉
え
方
を
す
る
の

は
「
親
バ
カ
」
な
親
で
す
。
こ
の
よ
う
な
親
に
恵
ま
れ
た
ら
、

子
ど
も
は
自
信
が
つ
き
、
人
や
状
況
の
「
長
所
」
に
気
が
つ

き
、
物
事
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
は
ず

で
す
。

「
考
え
方
の
癖
」を
ひ
っ
く
り
返
し
て
し
ま
お
う

　こ
こ
で
の
「
親
と
子
」
は
「
上
司
と
部
下
」
の
関
係
に
も
置

き
換
え
ら
れ
ま
す
。「
親
バ
カ
」
な
上
司
を
持
っ
た
部
下
は
、

が
ん
ば
っ
て
仕
事
を
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
る
で
し
ょ

う
。
上
司
が
や
る
べ
き
こ
と
は
「
親
バ
カ
式
リ
フ
レ
ー
ミ
ン

グ
」
と
い
え
ま
す
。
い
わ
ば
部
下
の
成
育
歴
を
覆
す
「
育
て

直
し
」
に
な
り
ま
す
。

　「リ
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
」
は
診
察
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
で

使
わ
れ
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
自
分
ひ
と
り

だ
け
で
や
っ
て
み
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
も
の
。
大
人
に

な
る
と
、
誰
し
も
す
で
に
そ
れ
ま
で
の
人
生
で
作
り
上
げ
て

き
た「
考
え
方
の
癖
」と
い
う
も
の
が
あ
る
か
ら
で
す
。「
癖
」

と
い
う
だ
け
に
、
長
年
か
け
て
定
着
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、

自
分
ひ
と
り
で
ひ
っ
く
り
返
し
た
り
直
し
た
り
す
る
の
は
容

易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　そ
こ
で
「
親
バ
カ
上
司
」
の
出
番
で
す
。
彼
ら
の
考
え
方

の
癖
を
ひ
っ
く
り
返
し
て
リ
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
し
、
自
信
を
つ

け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
上
司
か
ら
の
執
拗
な
「
親
バ
カ
式
リ
フ

レ
ー
ミ
ン
グ
」
で
、
自
己
設
定
、
セ
ル
フ
イ
メ
ー
ジ
が
上
が
っ

た
部
下
は
、
不
平
・
不
満
が
減
る
は
ず
で
す
。

Illustration ／市川 宏

監
修
■
平
成
か
ぐ
ら
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
　伊
藤 

直

職場の
快適コミュニケーション
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世
界
の
料
理
紀
行

　
ご
家
庭
で
も
旬
の
野
菜
を
使
っ
て
、
ふ
だ
ん
あ
ま
り
食
べ
る
こ
と
の
な
い
諸
外

国
の
料
理
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
今
回
は
な
す
を
使
用
し
た
タ
イ
と
モ

ロ
ッ
コ
の
料
理
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
日
本
人
の
好
み
に
合
う
味
付
け
に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
。❶	なすは縞模様に皮をむいて一口大に切る。耐熱皿に並

べ、ラップをかけて電子レンジ（600W）で5分30秒ほ
ど加熱する。

❷	紫玉ねぎは薄切りにする。えびは背わたを除いて熱湯
でゆで、5尾のうち３尾は粗く刻む。

❸	鍋に水少 （々分量外）と豚ひき肉を入れてほぐし混ぜ、
火にかけて炒める。

❹	ボウルに🅰🅰を合わせたら、❷と❸を加えて混ぜ、器に
盛った❶にかける。

❺	くし切りにしたゆで卵、えび2尾とパクチーを添える。

⃝	なす	･･･････････････････････････ 3本
⃝	紫玉ねぎ	･････････････････････ 1/6個
⃝	無頭えび	･･･････････････････････ 5尾
⃝	豚ひき肉	･･････････････････････ 50ℊ
	 　ナンプラー	･･･････････････ 大さじ1

🅰🅰	　レモン果汁	･･･････････････ 1/2個分	 　砂糖	･･･････････････････ 大さじ1/2
	 　プリッキーヌ（小口切り）※	･････ 1本分
⃝	ゆで卵	･････････････････････････ 1個
⃝	パクチー	･･････････････････････ 適量
※	プリッキーヌがなければ赤唐辛子輪切
り1本分を使用

タイ語で「和える」、「混ぜる」という意味で、一般的にはサラダのこ
とをいいます。春雨を使用した“ヤム・ウンセン”など種類も豊富。
辛さと酸味の組み合わせが食欲をそそる、タイならではの料理です。

料
理
制
作
・
ス
タ
イ
リ
ン
グ	

■
曽そ

根ね	

小さ

有ゆ

里り

（
管
理
栄
養
士
・
フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

撮
影
■
巣
山	
サ
ト
ル

材料（2人分） 作り方

なすのヤム　〜タイ〜

【調理時間の目安】15分

ヤムってなに？

1人分
エネルギー 172kcal
塩分 2.1g

旬菜
で
巡
る

❶	なすはヘタをとり2㎝のいちょう切りにする。にんにくはみじん切り
にする。

❷	フライパンにオリーブ油とにんにくを入れて弱火にかけ、香りが立っ
たら中火でなすを炒める。

❸	なすがしんなりしてきたら、カットトマトを加えて2～3分炒める。
❹	🅰🅰を加えて水分が少なくなるまで弱火で煮込む。器に盛り、レモン、
イタリアンパセリを添える。

⃝	なす	･･････････････････････････････････ 3本
⃝	カットトマト（缶）	･････････････････････ 200ℊ
	 　黒オリーブ	･･････････････････････････ 8粒

🅰🅰	　はちみつ、レモン汁	 ･･･････････ 各大さじ1/2	 　パプリカパウダー、ハリッサ※	････ 各小さじ1
	 　クミンパウダー、塩	 ･･･････････ 各小さじ1/2	
⃝	レモン（くし切り）	･･････････････････････ 適量
⃝	イタリアンパセリ･･････････････････････ 適量
⃝	にんにく	･･････････････････････････････ 1片
⃝	オリーブ油	････････････････････････ 大さじ2
※	唐辛子をベースにした辛みのあるペースト状の調味料

「とろとろになった」という意味で、なすやトマト、オリーブ油を使っ
たモロッコの野菜料理です。肉などを入れて煮込めばさらにうまみが
アップ！　モロッコ以外の北アフリカの国々でも食べられています。

な
す
に
含
ま
れ
る
カ
リ
ウ
ム
は
浸
透
圧
の
調
整
な
ど
の
働
き
を
し
、

ナ
ト
リ
ウ
ム
を
排
出
す
る
作
用
が
あ
る
た
め
、
塩
分
の
摂
り
過
ぎ
を

調
節
し
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
皮
の
紫
色
の
色
素
ナ
ス
ニ
ン
は
ポ
リ

フ
ェ
ノ
ー
ル
の
一
種
で
、強
力
な
抗
酸
化
作
用
が
あ
り
、発
が
ん
の
抑

制
、
動
脈
硬
化
、
高
血
圧
等
に
効
果
が
あ
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

材料（2人分） 作り方

なすのザルーク　〜モロッコ〜

【調理時間の目安】15分

旬菜栄養メモ

なす

ザルークってなに？

1人分
エネルギー 201kcal
塩分 2.0g
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忙しい主婦の
みなさまにも受けて
いただきたいのです！

　
特
定
保
健
指
導
と
は
、特
定
健
診（
特
定
健
康
診
査
※
）

の
結
果
、メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
リ
ス
ク
が
高

い
方
を
対
象
に
行
わ
れ
る
生
活
習
慣
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
こ
と
で
す
。
国
が
定
め
る
目
標
実
施
率
は
、２
０
２
３

年
度
に
45
％
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
実
際
の
数
値
は 

19
・
５
％
と
、
遠
く
及
ば
な
い
状
況
で
す
（「
２
０
１
７

年
度
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
の
実
施
状
況
」よ

り
）。と
く
に
、被
扶
養
者
で
あ
る
奥
さ
ま
に
受
け
る
人
が

少
な
く
、
全
国
の
健
保
組
合
で
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
家
事
や
育
児
に
何
か
と
忙
し
い
奥
さ
ま
た
ち
に
も
、

ぜ
ひ
受
け
て
ほ
し
い
特
定
保
健
指
導
。
面
談
は
、
管
理

栄
養
士
や
保
健
師
な
ど
の
専
門
職
に
よ
り
行
わ
れ
、
所

要
時
間
は
お
お
む
ね
60
分
前
後
。
午
前
か
午
後
の
ど
ち

ら
か
ち
ょ
っ
と
だ
け
予
定
を
空
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
十

分
で
す
。
最
近
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
っ
た
面
談
も
可
能
に

な
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
と
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
の
機
器
が
そ
ろ
っ
て
い
れ
ば
、
場
所
を
問

わ
ず
面
談
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
可
能
な
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
従
来
は
健
診
日
と
は
別
に
保
健
指
導
の
日
程

を
設
け
て
い
ま
し
た
が
、
健
診
当
日
に
初
回
面
談
を
受

け
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
意
識
が
高
ま
っ
て

い
る
健
診
当
日
に
面
談
を
受
け
る
こ
と
で
、
み
な
さ
ま

が
生
活
習
慣
改
善
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
き
っ
か
け

に
な
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
に
低
い
、

特
定
保
健
指
導
の
実
施
率
！

受
け
て
い
た
だ
く
た
め
に

利
便
性
ア
ッ
プ
！

健（ケン）と保（タモツ）
特定保健指導の対象者に指導を受けてもらうために
日本全国を飛び回っている兄弟。健は筋トレ、保は
読書が趣味。

※40歳以上を対象としたメタボリックシンドロームに着目した健康診断のこと。

特定保健指導を受けてもらい隊！
と の健 保

ケ  ン タモツ

テ
レ
ビ
電
話
な
ら

家
事
の
合
間
に

で
き
る
わ
！

特
定
保
健
指
導
の

案
内
が
届
い
て
た

け
ど
、行
か
な
く
て

い
い
の
？

う
ー
ん
…
色
々
や
る

こ
と
が
あ
る
の
よ
ね
～

今
月
は
学
校
行
事
の

準
備
で
忙
し
く

な
り
そ
う
だ
し
…

そ
れ
は
便
利

だ
な
ぁ
。予
約

し
て
み
た
ら
？

そ
ん
な

忙
し
い
主
婦

の
み
な
さ
ま

の
た
め
に

受
け
て

い
た
だ
く
た
め

の
工
夫
を

し
て
い
ま
す
！

たとえばこ
んなことも可能に？

Illustration ／河南 好美

　
冒
頭
で
も
ご
説
明
し
ま
し
た
が
、
特
定
保
健
指
導
の

実
施
率
は
と
く
に
被
扶
養
者
で
あ
る
奥
さ
ま
た
ち
の
間

で
伸
び
悩
ん
で
い
ま
す
。
被
扶
養
者
に
対
す
る
受
診
促

進
の
対
策
は
急
務
と
い
え
ま
す
。

　
健
保
組
合
で
は
、
対
象
に
な
っ
た
奥
さ
ま
へ
文
書
等

で
案
内
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
が
、
直
接
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
が
難
し
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
被
保
険

者
の
旦
那
さ
ま
た
ち
か
ら
も
、
受
け
て
い
た
だ
く
よ
う

お
声
が
け
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
特
定
保
健
指
導
は
、
そ
の
人
が
も
っ
て
い
る
リ
ス
ク

の
度
合
い
に
応
じ
て
、「
情
報
提
供
」「
動
機
付
け
支
援
」

「
積
極
的
支
援
」
の
3
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
も
っ
と
も

リ
ス
ク
が
高
い
方
に
対
し
て
行
わ
れ
る
「
積
極
的
支
援
」

で
は
、
3
カ
月
～
6
カ
月
に
わ
た
っ
て
継
続
的
な
支
援

が
行
わ
れ
ま
す
。

　
次
の
グ
ラ
フ
は
、
積
極
的
支
援
を
受
け
た
方
の
体
重

と
腹
囲
の
推
移
を
表
し
た
も
の
で
す
。
男
女
と
も
に
数

値
が
改
善
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。55.0

60.0

65.0

70.0

75.0

86.0

88.0

90.0

92.0

94.0

96.0

体重の変化

特定健診

男性
男性

全体

全体

女性女性

3カ月後 6カ月後 特定健診 3カ月後 6カ月後

【推移】
腹囲の変化
【推移】（㎏） （cm）74.174.1

71.771.7

71.871.8

69.769.7

62.862.8

71.371.3

95.695.6

94.494.4
93.893.8

69.169.1 92.492.4

90.590.5
89.689.662.262.2

64.164.1

89.389.3

88.288.2

91.491.4

　自
分
の
健
康
よ
り
も
ご
家
族
の
健
康
を
優
先

し
が
ち
な
奥
さ
ま
。
で
も
、
旦
那
さ
ま
や
お
子

さ
ま
も
、
同
じ
よ
う
に
奥
さ
ま
に
は
元
気
に
健

康
で
い
て
ほ
し
い
は
ず
で
す
。

　「そ
う
い
え
ば
、
特
定
保
健
指
導
の
案
内
が
届

い
て
た
か
も
…
」と
思
っ
た
ら
、後
回
し
に
せ
ず
、

ぜ
ひ
お
申
し
込
み
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

専
門
職
に
よ
る
指
導
で
、

確
か
な
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
！

旦
那
さ
ま
か
ら
も
奥
さ
ま
へ

お
す
す
め
く
だ
さ
い
！

「標準的な健診・保健指導プログラム（改訂版）及び健康づくりのための身体活動基
準2013に基づく保健事業の研修手法と評価に関する研究」のデータを再集計

へ
～
！

ダ
イ
エ
ッ
ト
中
の

同
僚
に
教
え
て

あ
げ
よ
う
か
な

も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら

は
す
べ
て
無
料
！

一
人
ひ
と
り
に

合
わ
せ
た
プ
ラ
ン
を

ご
提
供
し
ま
す
！

こ
ん
な
に

体
重
減
ら
せ
る

の
ね
…
！

今
の
君
も

素
敵
だ
け
ど
、

10
年
前
の
君
も

素
敵
だ
っ
た
な
～

な
ん
て
…あ

な
た
が

そ
う
い
う
な
ら
、

行
っ
て
み
よ
う

か
し
ら
…
♡

夫
婦
の

愛
を

つ
な
ぐ

そ
れ
が

特
定
保
健

指
導
で
す
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南
房
総
・
鴨
川
市
の
Ｊ
Ｒ
安あ

房わ

小こ

湊み
な
と

駅
で
列
車
を
降
り
て
、
約
１
時
間
の
野

歩
き
を
楽
し
む
う
ち
に
「
内う

ち

浦う
ら

山や
ま

県
民

の
森
」
に
到
着
す
る
（
予
約
制
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
に
乗
れ
ば
駅
か
ら
約
10

分
）。
こ
の
付
近
か
ら
北
西
へ
数
キ
ロ
に

わ
た
っ
て
広
が
る
麻ま

綿め
ん

原ば
ら

高
原
は
、
関

東
で
も
有
数
の
蝉せ

み

時し
ぐ
れ雨
の
名
所
だ
。
そ

し
て
こ
の
付
近
は
ア
ジ
サ
イ
の
名
所
で

も
あ
る
。
標
高
が
高
く
６
月
か
ら
８
月

初
め
ご
ろ
ま
で
開
花
し
て
い
る
の
で
、

目
と
耳
を
同
時
に
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る

期
間
が
長
い
。

　
森
の
合
唱
の
主
役
は
、
ヒ
メ
ハ
ル
ゼ

ミ
。
ヒ
グ
ラ
シ
を
や
や
小
型
に
し
た
よ

う
な
こ
の
セ
ミ
の
生
息
地
は
、
関
東
以

南
の
広
範
囲
に
点
在
し
て
い
る
。
な
か

で
も
麻
綿
原
一
帯
は
有
名
だ
。

　
ヒ
メ
ハ
ル
ゼ
ミ
の
蝉
時
雨
の
特
徴
は
、

「
斉
唱
」
で
あ
る
こ
と
。
森
の
穏
や
か
な

空
気
を
破
り
、
無
数
の
セ
ミ
が
突
然
一

斉
に
鳴
き
始
め
、
初
め
て
聴
く
人
が
驚

麻
綿
原
の
ヒ
メ
ハ
ル
ゼ
ミ—

—

木
陰
に
指
揮
者
が
隠
れ
て
い
る
の
？ 

セ
ミ
の
大
斉
唱

◀アジサイとセミの名所、妙法生寺。

森
の
セ
ミ
た
ち
が
、い
き
な
り
叫
び
始
め
る
。

一
斉
に
声
を
張
り
上
げ
、

そ
し
て
急
に
黙
っ
た
。

日本の

千葉県
紀行音

い
て
い
る
う
ち
に
ま
た
一
斉
に
黙
っ
て

静
か
に
な
る
。
ま
る
で
誰
か
が
指
揮
を

し
て
い
る
よ
う
だ
。

　
最
盛
期
の
大
斉
唱
は
、
木
々
が
震
え

る
ほ
ど
の
強
烈
な
響
き
。「
森
が
叫
ぶ
」

と
表
現
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

他
で
は
な
か
な
か
聞
け
な
い
、
個
性
の

際
立
つ
蝉
時
雨
だ
。各施設の最新情報や問い合わせ先は、ホームページ等でご確認ください

内浦山県民の森 ⃝ http://www.chiba-forest.jp/uchiurayama/
妙法生寺・養老渓谷（情報 : 大多喜町観光協会） ⃝ https://www.otakikankou.net/
滝見苑けんこう村ごりやくの湯 ⃝ https://www.goriyakunoyu.jp/
レストランてぬぐい茶屋 ⃝  http://www2.tbb.t-com.ne.jp/chouette/top.html

　
関
東
屈
指
の
ア
ジ
サ
イ
の
名
所
・
麻
綿
原
高
原
の

中
心
と
な
る
の
は
、
日
蓮
宗
の
名
刹
・
妙み

ょ
う

法ほ
う

生し
ょ
う

寺じ

で

す
。
境
内
の「
天
拝
園
」と
名
付
け
ら
れ
た
庭
園
に
は
、

山
道
に
沿
っ
て
総
計
２
万
株
も
の
ア
ジ
サ
イ
が
植
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
付
近
の
標
高
は
３
０
０
ｍ
以
上
と

高
い
の
で
、
例
年
、
夏
の
初
め
ま
で
の
長
期
間
に
わ

た
っ
て
花
が
咲
き
誇
っ
て
い
ま
す
。
梅
雨
時
の
し
っ
と

り
し
た
ア
ジ
サ
イ
は
も
ち
ろ
ん
、夏
の
青
空
の
も
と
で

豊
か
に
輝
く
花
弁
を
楽
し
む
こ
と
も
で
き
る
の
で
す
。

散
策
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
は
迫
力
の
あ
る
セ
ミ
た
ち
の
声
。自
然

豊
か
な
地
で
す
か
ら
、
虫
刺
さ
れ
を
避
け
る
た
め
の

ス
プ
レ
ー
な
ど
も
準
備
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
東
に
向
か
っ
て
眺
望
の
開
け
た
高
地
な
の
で
、
冬

に
は
「
初
日
の
出
の
名
所
」
と
し
て
も
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
。

◀
庭
園
に
は
仏
像
も
配
置
さ
れ
、

穏
や
か
な
気
分
で
参
拝
し
な
が

ら
花
を
愛
で
る
こ
と
が
で
き
る
。

▶ヒメハルゼミ（写真
右の円内2カ所）は、他
の夏のセミよりも一足
早く、６月ごろから集
団で鳴き始める。

▶
麻
綿
原
の
北
方
に
広
が
る
養
老
渓
谷

は
、
い
す
み
鉄
道
の
駅
近
く
か
ら
快
適

な
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
写
真

は
、
渓
谷
最
大
の
「
粟あ

わ

又ま
た

の
滝
」。

▲滝見苑けんこう村ごりやくの湯の風呂（室内・
露天）は男女用とも広く、渓谷の眺望を楽しむこ
とができる。

▲地元の低農薬野菜を中心に和・洋・甘
味の健康料理を提供する、レストランてぬ
ぐい茶屋。

山中に広大な庭園を擁する
「アジサイ寺」

▶
内
浦
山
県
民
の
森
か
ら
、
麻
綿
原
・
妙
法
生
寺
に
向
か
う
一
帯
は
、
セ
ミ
た
ち
の
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
。

＊新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、施設により、休館・利用制限等の対策が講じられている場合があります。
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夏に多い
子どもの
肌トラブルは？

夏は、強い日差しや汗、虫刺されなどで肌トラブル
をうったえる子どもが増える季節です。この時期に
多く見られる肌の症状について知り、正しいケアを
心がけましょう。

Illustration ／さかうえ だいすけ

監修 ■ 鈴木こどもクリニック院長　鈴木 洋

　汗
の
出
る
穴
が
詰
ま
り
、汗
の
通
り
道
で
あ
る
汗
腺
に

炎
症
が
起
こ
っ
た
状
態
。赤
い
ポ
ツ
ポ
ツ
と
し
た
発
疹

が
で
き
、
か
ゆ
み
を
生
じ
る
。
汗
を
か
い
た
ら
す
ぐ
に
ふ
き
取

り
、
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
る
な
ど
し
て
肌
を
清
潔
に
保
つ
こ
と
で

予
防
で
き
る
。
衣
服
は
吸
湿
性
や
通
気
性
の
よ
い
も
の
を
。

　蚊
に
刺
さ
れ
る
と
、
肌
に
赤
み
や
腫
れ
、
か
ゆ
み
が
生

じ
、水
ぶ
く
れ
が
で
き
る
こ
と
も
あ
る
。
早
め
に
虫
刺

さ
れ
用
の
薬
を
使
い
、
か
き
こ
わ
さ
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
。

虫
が
多
い
所
へ
外
出
す
る
場
合
は
、
長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
で
肌
の

露
出
を
減
ら
し
、
子
ど
も
用
の
虫
よ
け
剤
を
使
う
。

　日
焼
け
は
軽
い
や
け
ど
と
同
じ
な
の
で
、濡
れ
タ
オ
ル

や
保
冷
剤
で
冷
や
し
、赤
み
が
引
か
な
け
れ
ば
炎
症
止

め
の
軟
膏
を
使
う
。
外
出
時
に
は
長
袖
の
上
着
や
、
つ
ば
の
広

い
帽
子
で
日
差
し
を
さ
え
ぎ
り
、
子
ど
も
用
の
日
焼
け
止
め
を

使
っ
て
紫
外
線
を
防
ぐ
こ
と
が
必
要
。

　ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に
よ
っ
て
起
こ
り
、真
ん
中
が
く
ぼ

ん
だ
い
ぼ
が
で
き
る
。
か
き
こ
わ
す
と
周
り
に
広
が

り
、
肌
の
接
触
で
感
染
す
る
た
め
、
患
部
を
包
帯
な
ど
で
覆
う

こ
と
が
必
要
。
治
療
は
い
ぼ
を
取
る
、
あ
る
い
は
自
然
治
癒
を

待
つ
方
法
が
あ
る
。

あ
せ
も

虫
刺
さ
れ
（
蚊
）

日
焼
け

み
ず
い
ぼ

　傷
つ
い
た
皮
膚
に
細
菌
が
感
染
し
、
化
膿
し
た
も
の
。

水
ぶ
く
れ
や
か
さ
ぶ
た
が
で
き
て
広
が
る
。
感
染
力

が
強
い
た
め
、
と
び
ひ
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
医
療
機
関
を
受
診

し
、
抗
生
物
質
を
処
方
し
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
。
と
び
ひ
を

防
ぐ
に
は
、
普
段
か
ら
肌
を
清
潔
に
保
ち
、
虫
刺
さ
れ
な
ど
の

か
き
こ
わ
し
を
防
ぐ
た
め
に
爪
を
短
く
切
っ
て
お
く
と
よ
い
。

と
び
ひ

症
状
や

注
意
点

症
状
や

注
意
点

症
状
や

注
意
点

症
状
や

注
意
点

症
状
や

注
意
点

子ども保健室

Illustration ／石川 あぐり

　
胃
の
状
態
を
調
べ
る
主
な
検
査
法
に
内
視
鏡
検
査

と
胃
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
が
あ
り
ま
す
。
内
視
鏡
検

査
は
内
視
鏡
を
口
か
ら
入
れ
て
粘
膜
の
微
細
な
変
化

を
み
る
も
の
で
、
気
に
な
る
部
分
が
あ
れ
ば
、
そ
の

場
で
組
織
を
取
っ
て
病
理
検
査
に
回
す
こ
と
が
で
き

る
の
が
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
す
。
た
だ
し
直
接
口
か

ら
内
視
鏡
を
入
れ
る
た
め
、「
オ
エ
ッ
、オ
エ
」と
、
ど

う
し
て
も「
嘔
吐
反
射
」の
苦
痛
を
感
じ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
胃
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
は
胃
を
膨
ら
ま
せ
る
薬
を

飲
ん
で
レ
ン
ト
ゲ
ン
で
検
査
す
る
も
の
で
す
。
内
視
鏡

の
よ
う
な
苦
痛
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
再
検
査
す
る
こ
と

に
な
っ
た
場
合
、結
局

内
視
鏡
で
調
べ
る
こ

と
に
な
る
の
で
、
多
く

の
医
師
は
内
視
鏡
を

す
す
め
ま
す
。鼻
か
ら

内
視
鏡
を
入
れ
る
方

法
で
あ
れ
ば
苦
痛
は

や
わ
ら
ぎ
ま
す
し
、鎮

静
剤
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。
内
視
鏡
検
査
は
胃
が
ん
の

大
き
な
原
因
と
な
る
ピ
ロ
リ
菌
の
検
査
も
で
き
る
の

で
、
も
し
み
つ
か
っ
た
場
合
は
除
菌
治
療
を
検
討
し
ま

し
ょ
う
。

　
指
定
感
染
症
と
は
、
感
染
症
法
で
定
め
ら
れ
た
感
染
症

の
分
類
の
ひ
と
つ
。
こ
れ
ま
で
感
染
症
法
で
指
定
さ
れ
て

い
な
い
感
染
症
の
う
ち
、
緊

急
で
患
者
の
行
動
を
制
限
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
判

断
さ
れ
た
場
合
に
政
令
で
指

定
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
１
年
間
を
期
限
（
必
要
に

応
じ
て
延
長
あ
り
）
に
患
者

を
指
定
の
医
療
機
関
に
入
れ

て
の
隔
離
、
就
業
を
制
限
す

る
な
ど
の
措
置
が
と
ら
れ
、

医
療
費
は
公
費
で
ま
か
な
わ

れ
ま
す
。
先
に
発
生
し
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
感
染
症
法
の
「
指
定
感
染

症
」
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
わ
が
国
の
若
い
女
性
に
は「
や
せ
」
が
多
く
、
肥
満

度（
Ｂ
Ｍ
Ｉ*

）が
18
・
５
未
満
の「
や
せ（
低
体
重
）」の

割
合
が
20
歳
代
の
女
性
で
19
・
８
％（
厚
労
省　
平
成
30

年
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
）
と
、
約
５
人
に
１
人
が
や

せ
過
ぎ
と
判
断
さ
れ
て
い
ま
す
。
巷
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

ダ
イ
エ
ッ
ト
法
が
出
て
い
ま
す
が
、
誤
っ
た
方
法
の
ダ

イ
エ
ッ
ト
に
よ
る
鉄
欠
乏
な
ど
の
栄
養
不
足
は「
だ
る

さ
」
や
「
疲
れ
や
す
さ
」
な
ど
の
不
快
な
症
状
を
も
た
ら

し
、
深
刻
化
す
る
と
無
月
経
や
低
血
圧
・
不
整
脈
な
ど

の
健
康
障
害
を
招
き
ま
す
。
日
本
で
は
低
出
生
体
重
児 

（
２
５
０
０
ｇ
未
満
）

の
割
合
が
増
え
て
い

ま
す
が
、こ
れ
も
若
い

女
性
の「
や
せ
」
や
妊

娠
中
の
体
重
増
加
不

足
が
原
因
の
ひ
と
つ

で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
す
る
な
ら
ば
、栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
食
事
に
運
動
を
取
り
入
れ
て
計
画
的
に
行
う
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

胃
の
検
査
、受
け
る
な
ら
ど
っ
ち
？

緊
急
時
に
定
め
ら
れ
る「
指
定
感
染
症
」

や
せ
過
ぎ
の
女
性
に
発
生
し
や
す
い
健
康
障
害

健保ネタ帳

＊ BMI= 体重（kg）÷身長（m）÷身長（m）

（出典：厚生労働省資料により作成）

分類 感染症名 対応
１類 エボラ出血熱、痘そう、ペスト、ラッサ熱など 交通制限、入院勧告、就業制限、消毒
２類 結核、ジフテリア、SARS、MERS、鳥インフルエンザ（一部）など 入院勧告、就業制限、消毒
３類 コレラ、細菌性赤痢、腸管出血性大腸菌感染症など 就業制限、消毒
４類 E型肝炎、A 型肝炎、狂犬病、ボツリヌス症、マラリアなど 消毒
５類 インフルエンザ、感染性胃腸炎、梅毒、風しんなど

新型インフルエンザ等 入院勧告、就業制限、消毒など
指定感染症（新型コロナウイルス感染症） 1〜3類に準じる

■感染症法の分類と対応
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▲博物館分館は天守閣風の建物。旧大多喜城の図面は残っていないが、本丸のあった場所に江戸時
代様式で建設された。

▲夷
い

隅
すみ

川にかかる行徳橋の両端の主柱上に据えられた本多忠勝銅像。
座像と立像が一対になっており、小さいながら精密で迫力がある。

千葉県 ● 大多喜町歩いて感じる 旅 の余韻

大多喜城分館
⬇

商い資料館
⬇

行徳橋（本多忠勝銅像）

約1.5ｋｍ

　千
葉
県
南
東
域
の
山
間
部
に
広
が
る
大お

お

多た

喜き

町ま
ち

は
、
戦
国
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に

か
け
て
商
業
な
ど
が
栄
え
、
房
総
の
小
江

戸
と
も
呼
ば
れ
た
歴
史
の
あ
る
城
下
町
で

す
。
か
つ
て
の
領
主
で
と
く
に
有
名
な
の

は
、
戦
国
時
代
末
期
に
こ
の
地
を
治
め
た

本ほ
ん

多だ

忠た
だ

勝か
つ

。
江
戸
幕
府
の
成
立
を
支
え
た

徳
川
四
天
王
の
重
鎮
で
す
。
そ
の
居
城

だ
っ
た
大
多
喜
城
跡
に
は
現
在
、
城
郭
を

模
し
た
県
立
中
央
博
物
館
の
分
館
が
建
っ

て
い
ま
す
。

　博
物
館
の
駐
車
場
か
ら
少
し
進
ん
で
、

通
称「
メ
キ
シ
コ
通
り
」（
江
戸
時
代
初
期

に
難
破
し
た
メ
キ
シ
コ
船
乗
員
を
大
多
喜

城
主
が
歓
待
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
る
、
両

国
友
好
記
念
の
遊
歩
道
）
を
道
な
り
に
進

み
、
踏
切
を
渡
っ
て
左
折
後
、
最
初
の
分

か
れ
道
を
右
へ
。
突
き
当
た
り
の
広
い
道

を
右
折
す
る
と
、
商あ

き
な
い
資
料
館
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
ま
ま
し
ば
ら
く
直
進
、
案
内
地

図
の
あ
る
十
字
路
を
左
折
す
れ
ば
、
橋
の

欄
干
で
睨に

ら

み
を
き
か
せ
る
猛
将
・
忠
勝
公

の
銅
像
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼商い資料館では、土蔵を改修した建
物に、昔の大多喜商人と庶民のくらし
を再現。

風情ある「房総の小江戸」
大多喜城下の歴史ある街並み大多喜城下の歴史ある街並み

いすみ鉄道大多喜駅から徒
歩約15分

千葉県立
中央博物館大多喜城分館

アクセス

＊新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、施設により、参観の制限等の対策が講じられている場合があります。

発行／太陽誘電健康保険組合　〒370 ― 8522　群馬県高崎市栄町8 ― 1　☎027-322-1310


